
表　紙： 札幌市街地は、通勤通学が始まる 1時間前までには
清掃を完了

目　次：早朝 5時、作業の安全を期し、気合いを入れて出発
裏表紙： 路面清掃に使用する水を、維持作業用の給水栓から

散水車のタンクに補給

作業車のホッパーが一杯になる都度、ダンプ
トラック（産廃運搬車）に積み替える。トラッ
クを一部歩道に乗り上げる必要があるときに
は、通行車両の他、特に歩行者にも目を配る。
この作業に一番気を遣う

車両前方のブラシでかき出した土砂は、後ろ
の大きなブラシでホッパー（土砂タンク。「注
意」標示がある部分）にかき上げる。巨大な
掃除機だ

清掃車は、人が歩く速度（時速2～3km）で
進みながら歩道の縁石ぎりぎりにブラシを回
転させて、路側帯（車道の端の白線と縁石の
間）に溜まった土砂をかき出していく。ブラ
シ式清掃車は左ハンドルで、運転手はバック
ミラーを見ながら巧みにブラシを操る。助手
席では周りの通行車両に目を光らせている。
特に左折車の割り込みには注意が必要だ。ブ
ラシは鉄製の細い板を束ねたもので、10回程
の作業で摩耗してしまう



　春の路面清掃は、積雪のある北海道
特有の維持作業です。秋から 5カ月ぶ
りの清掃で、冬の間に溜まった汚れや
ゴミをきれいにします。歩道は人力で
行っています。道路はみんなで使うも
の。清掃、補修、除雪やパトロールな
ど、維持作業は安全に直結するので、
気を引き締めてあたっています。

　春は、やはり作業量が一番多くなり
ます。まず、清掃車のブラシを傷つけ
たり、万が一、周囲に飛んだら危ない
大きな石や車からの落下物を拾ってい
きます。次に、周りに埃を舞い上げな
いように散水で汚泥を少し湿らせ、ブ
ラシでかき上げていきます。汚泥が清
掃車のホッパー（汚泥タンク）一杯に
なったら、ダンプに積み替えて、作業
を続けます。
　市街地は交通量も多くバスレーンが
あるので、早朝の作業になります。近
年、道路も良くなり作業車も改良され
てきて、格段に作業効率が上がってい
ます。
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国道12号（札幌市内）路面清掃

　北海道は半年間、雪に閉ざされます。ようやく寒さが緩み
雪解けを迎えるのは、春分も過ぎ日差しの強さを感じるよう
になってから。すると冬期間に溜まった道路の汚れが気にな
りだし、空気も埃（ほこり）っぽくなってきます。そのころ、
道民が首を長くして待つのが路面清掃車。道路の路面清掃が
終わって、ようやく北国に新しい春が訪れます。


